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牛乳は日本人にとって、カノレシウム・ピ Fミン B2・蛋白質左どの給源とし

て極めて重要企食品である。しかし伝統食品で在いため、未だK充分K定着し

てい在い。全〈飲用してい在い者も珍し〈在い。

我々は栄養クリニッ3'1tC品、いて、健康食を指導してきたが、その際、牛乳・

乳製品Kついて成人は 1日1tC2点分(表 1参照)を摂取するよう K指導してい

るo との対象Kついて指導の結果、その摂取量及び内容がどのよう K変化した

かを調べた。

第 1表 牛乳・乳製品の一点重量

食 品 名 一点重量(?)

牛 乳 140 

ローファット主ノレク 160 

ヨーグノレト脱脂加糖 110 

ヨーグルト合脂無糖 135 

アロセスチー ズ 24 

エダムチーズ 22 

クリ ム ( 高脂肪) 19 

カッテ ジチー ズ 80 

脱脂粉乳 23 
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指導方法は第 2表の通りのス ク ジ ュ ル K従って四群点数法を教え、毎日

食事を記録させている o 1 1週間のコース終了時 Kは、ほぼ全員が指示点数

を守っていた。

次K、肥満者の追跡調査Kよってコ ス終了後、平均 5年時の牛乳・乳製

品の摂取状況を調べ、減量又は体重を維持し続けた滅量群と肥満が再発した

増加群との牛乳・乳製品の摂取量を比較してみた。

第 2表 栄養クリニックカリキュラム

指 導 問診・検査・食生活調査・食事記録、運動、自覚症状記録開始

回 10-11時 11-12時 12-1時 13-14時 14-15時

1 オリエンテーション 計量・記録のしかた 試食 食品群別のしかた 診察・ 2し、電図担Ij定

2 点数計算の方法 1週間の集計の方法 試食 第 ~四群の摂hかた 診察・ IL..'電図測定
点数の指示

3 外食の内容Kつhて 第(乳群・の卵摂)bかた 試食 個人指導開始 診察・体操処方

4 第(二魚群・の摂bかた 肥満症の食事療法 試食 体操(講議)
診察・個人指導・

肉・豆) 体操処方

* 5 検疾査病と食事(ピデォ)
第(三野群の摂りかた

菜・手果物)
試食 終了生による体験談 体操

6高血圧症の食事療法 学内教授Kよる講議 試食 適正在味つけの方法 診察・個人指導

7 第慎重四物群の砂摂糖bかた
-油E日 糖尿病の食事療法 試食 体 操 診察・個人指導

8 外食の分析実習 骨弁当 高脂血症の食事療法 体操

9 貧血症の食事療法 専任医師tてよる講議 試食 便秘症の食事療法 診察・個人指導

*10 検査 調 理 実 習 試食 今後の健康管毘 体 操

11 コ ス前後の食事、症状の比較Kついて 試食 診察個人指導・体操処方

終 了 式 | アフターケアヘ終了生の会の募集

*検査内容 血液学、血液生化学、心電図、負荷心電図、糖負荷試験、皮厚、基礎代謝、 24時間尿

(Na 、Ca、Mg、K、 S04、尿素窒素いニクレアチニン)
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結 果

① 表 3VC見るよう K栄養クリニックでは、エ不ルギー制限が必要左患者が

多いためか、脱脂、低脂食品の比率が上って来ている。 ζ のデーターでは

牛乳・乳製品の摂取量の増加とロープアット牛乳の摂取、カテージチーズ

の出現等が見られる。

② 追跡調査の結果では指導Kよって増加した牛乳・乳製品の摂取量は減少

群では終了時よ bは減って W るが、元 V亡戻つてはい在 v>o しかし、増加群

では元K戻っていた。

表 5 乳・乳製品よりの摂取エネルギーの変動

指k導前 指kc導al後 tZF F 値
cal 

減少群 104判ド 166++ 126 15.6756凸ゐ

増加群 109* 149++ 103 6.9136ム

指導前と指導後間の有意差検定
ネ :pく0.05、**: P<O.O 1 

指導後と追跡時聞の有意差検定
十:P<O.O吾、++p;く0.01

F値:分散分析による検定値(自由度n-1 ) 

ム6p:く0.01、心凸6:P<O.OO 1 

表 5の付表調査対象

減少群 増加群

n=50 n~50 

追跡時平均年令才 51.9士10.0 51.1士 8.8

平均追跡年数年 5.3土 3.8 5.3士 2.8

平 均 肥 満 度 唖

指 導 前 35.6士11.7 33.0士13.3

指導後 24.3士 9.6 20.6土12.2

追跡時 18.8土 8.7 29.2土13.4

減少群・追跡時K指導後よ白も肥満度が1.5唖未満

の増加又は維持、減少した維持減少群。

増加群:追跡時に指導後よりも肥満度が1.5冊以上

増加した群。
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結 論

以上の結果、牛乳・乳製品は食事指導Kよって相当摂取量を上げるととが

可能であり、その内容KつW ては指導内容K著し〈影響をうけているととが

分った。(表 4参照)

在金、肥満治療後の追跡調査では、肥満が元に戻ったものは牛乳・乳製品

の摂取も減少しτ元K戻っている己とが認められた。

表 4 栄養クリニックでの指導前後における

牛執・乳製品の内容と摂取量

指導前 (第1週) 指導後 ( 1 0週-12週)

順
食 品 名 量1点重(:?) 主命場 重量% 食 品 名 量1点重(め 主鈷場重量唖

位

1 牛 朝L 140 125.0 83.3 牛 乳 140 122.0 56.2 

2 ヨーグルト臼瑚旨カ冊厨 110 9.0 6.0 ロ-77ツトミルク 160 46.3 21.3 

3 " (含目鵠磯割 135 7.6 5.1 ヨーグルト(含』鵠瑚晴) 135 21.6 10.0 

4 プロセスチーズ 24 3.1 2.1 " 悦目勧晴樹 110 12.6 5.8 

5 脱脂粉乳 23 1.9 1.2 脱脂粉乳 23 6.5 3.0 

6 エダムチーズ 22 0.8 0.5 フロセスチーズ 24 3.3 1.5 

7 クリーム(高脂肪) 19 。寸7 且5 カッテージチーズ 80 2.7 1.2 
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